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1.  平成23年3月期第3四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 1,160 △24.6 △27 ― △26 ― △74 ―

22年3月期第3四半期 1,538 △12.7 △7 ― 15 ― 0 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △14.12 ―

22年3月期第3四半期 0.12 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 2,072 916 44.2 174.24
22年3月期 2,047 992 48.5 188.76

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  916百万円 22年3月期  992百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

0.00 0.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,450 △26.4 △70 ― △50 ― △100 ― △19.01



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 5,280,000株 22年3月期  5,280,000株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  19,742株 22年3月期  19,362株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 5,260,617株 22年3月期3Q 5,260,760株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「当四半期の業績等に関する定性的情報」をご覧ください。 
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当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、アジアを中心とした新興国経済の回復や政府の景気刺激

策等により緩やかながらも回復基調で推移しておりましたが、急激な円高の進行や長引くデフレの影響等

により景気は足踏み状態となり、加えて政策効果の剥落による反動など再び景気の減速懸念が強まりまし

た。 

このような中で、当社の主力製品である光ピックアップベースは、ノートパソコン市場の順調な需要増

加により受注も堅調に推移しておりましたが、欧米の景気低迷等の影響により夏場以降はパソコン需要に

急ブレーキが掛り、需給バランスが崩れて生産調整が長期化する見通しとなりました。なお、機械部品・

含油軸受・磁性材料については、低水準ながらも受注は堅調に推移いたしました。 

当社では、黒字転換に向けて徹底的な生産性改善やコスト低減策を実施して収益改善が進んできていた

ところではありましたが、夏場以降の急激な生産調整により売上高は大きく落ち込み、当社の生産状況は

リーマン・ショック後の二番底の様相を呈する状況となりました。これに対して派遣社員及び非正規社員

の削減、残業ゼロ、賃金・給与の削減、休業の実施及び雇用調整助成金の受給等の施策を実施いたしまし

たが、付加価値額の減少をカバーすることはできませんでした。 

その結果として、当第３四半期会計期間の業績は、売上高３億円（前年同四半期比43.1％減）、営業損

失４千５百万円（前年同四半期は営業利益３千９百万円）、経常損失４千１百万円（前年同四半期は経常

利益４千２百万円）、四半期純損失４千８百万円（前年同四半期は四半期純利益３千４百万円）となりま

した。 
  
製品別の業績は、次のとおりであります。 

［含油軸受製品］ 

主要製品であるカーオーディオ用スピンドル軸受は、高級車への搭載モデルに採用されており、ピーク

時には及ばないまでも、比較的堅調に推移しました。一方、携帯電話の振動モーター用軸受は、競合他社

の参入等により厳しい状況が続きました。  

 その結果、含油軸受製品の第３四半期会計期間の売上高は、３千３百万円（前年同四半期比27.2％減）

となりました。  

［機械部品製品］ 

主要製品であるカーオーディオ用ＣＤチェンジャー部品は、自動車業界が比較的堅調ではありました

が、部品点数の少ないモデルへの切り替えが進んだことにより販売は低迷しました。  

 その結果、機械部品製品の第３四半期会計期間の売上高は、２千万円（前年同四半期比32.6％減）とな

りました。 

［磁性材料製品］ 

主要製品である医療機器のＭＲＩ用チョークコイルは、新規モデルも量産に加わり、客先の増産計画も

順調に進み、販売は堅調に推移しました。 また、自動車用センサー部品についても、計画のとおり堅調

に推移しました。  

 その結果、磁性材料製品の第３四半期会計期間の売上高は、３千３百万円（前年同四半期比16.5％増）

となりました。 

［樹脂成形製品］ 

主要製品である光ピックアップベースは、欧州の経済不安や米国の景気低迷が顕在化し、パソコン需要

に急ブレーキが掛かったことで需給バランスが崩れ、在庫調整が長期化する様相となりました。  

 その結果、樹脂成形製品の第３四半期会計期間の売上高は、１億５千５百万円（前年同四半期比51.7％

減）となりました。  

［精密金型製品］ 

好調であった光ピックアップベースが調整局面に入ったことで、成形金型の受注にも調整が入りまし

た。 

 その結果、精密金型製品の第３四半期会計期間の売上高は、５千５百万円（前年同四半期比42.3％減）

となりました。 

以上を総合して、第３四半期会計期間の売上高は、商品を含め、３億円（前年同四半期比43.1％減）と

なりました。 

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報
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当第３四半期会計期間末の総資産につきましては、前事業年度末に比べ２千５百万円増加し、20億７千

２百万円になりました。これは主に、現金及び預金の増加４千４百万円、受取手形及び売掛金の増加４千

８百万円、棚卸資産の減少５千４百万円等によるものであります。 

負債合計は、前事業年度末に比べ１億１百万円増加し、11億５千６百万円になりました。これは主に、

短期借入金の減少５千２百万円、１年内返済予定の長期借入金及び長期借入金の増加１億７千９百万円等

によるものであります。 

純資産合計は、前事業年度末に比べ７千６百万円減少し、９億１千６百万円となりました。 これは主

に、四半期純損失７千４百万円等によるものであります。 

  

当第３四半期累計期間の業績につきましては、当社の主力製品である光ピックアップベースは、ノート

パソコン市場の順調な需要増加により受注も堅調に推移しておりましたが、欧米の景気低迷等の影響によ

り夏場以降はパソコン需要に急ブレーキが掛り、需給バランスが崩れて生産調整となり、業績は低迷いた

しました。 

この傾向は第４四半期に入っても続いており、通期の業績予想につきましては、計画より下回る見通し

であります。 

(2) 財政状態に関する定性的情報

(3) 業績予想に関する定性的情報

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 1,500 △65 △45 △80 △15. 21

今回修正予想（Ｂ） 1,450 △70 △50 △100 △19. 01

増減額（Ｂ－Ａ） △50 △5 △5 △20 －

増減率 △3.3 － － － －

（参考） 前期実績     
（平成22年3月期）

1,970 △68 △47 △92 △17. 51
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経過勘定項目につきましては、合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。 

  

会計基準に関する事項の変更 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年

３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しております。  

 これにより、当第３四半期累計期間の営業損失及び経常損失はそれぞれ540千円増加し、税引前

四半期純損失が23,797千円増加しております。 

  

当社は前事業年度まで７期連続で営業損失及び経常損失を計上しており、当第３四半期累計期間にお

きましても、27,619千円の営業損失、26,125千円の経常損失を計上しております。これは、主力製品で

ある光ピックアップベースがノートパソコン市場の順調な需要増加により受注が堅調に推移してきてお

りましたが、夏場になってパソコン市場において製品やデバイスの在庫が積み上がったために急激な生

産調整が入ったためであります。このような状況において売上高は大きく落ち込み、これに対しては一

部休業等の緊急経費削減対策を実施したものの、付加価値額の減少は避けられない状況となりました。

当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

当社は、当該状況を解消すべく、昨年からの社長交代人事等により経営体制を刷新し、経営再建に向

けて業績回復を最優先とした再建課題、収益性改善や企業価値向上を目指した抜本的な構造改革のため

の戦略などを中期経営計画として策定し、これに基づき、磁性材料など新規製品の受注、徹底的な生産

性改善とコスト低減などに取り組み、より付加価値の高い事業への転換と収益性の改善に努めていると

ころであります。具体的には、①販路拡大による新規製品の受注、②生産性改善による原価率の低減、

③海外生産移転の推進、④不採算製品の顧客対応、⑤原材料等の仕入コスト低減、⑥派遣社員及び非正

規社員の削減、残業ゼロ、賃金・給与の削減、休業実施等による労働分配率の低減、⑦企業連携の推

進、⑧財務体質の強化、⑨事業資産の有効活用、を掲げております。 

また、海外生産等グローバル化への対応と事業領域の拡大を目的として、日伸工業株式会社との業務

提携契約を締結するとともにシンガポールに子会社を設立することを決議し、インドネシアでの樹脂成

形品の委託生産や新規製品受注のための共同拡販活動などの準備を開始いたしました。この海外での低

コスト生産分業体制の構築と積極的な拡販活動の推進により、新規受注品の売上を増やすとともにコス

ト対応力を強化し、会社全体としての収益体質の改善を図ります。  

なお、当面の運転資金や海外生産の必要資金については金融機関からの調達を実施いたしましたが、

必要に応じて手形の割引、有価証券の売却、事業家保険の解約等で対応してまいります。 

しかし、今後の経済環境や海外に移転した場合の国内事業及び海外事業の業績の実現可能性には不透

明な部分があることから、当該対応を行った上でも現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性

が認められます。  

  

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(3) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 471,494 427,346

受取手形及び売掛金 384,826 336,054

商品及び製品 22,689 29,027

仕掛品 48,691 78,687

原材料及び貯蔵品 34,175 52,565

その他 10,243 9,430

貸倒引当金 △1,282 △1,402

流動資産合計 970,838 931,708

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 330,831 345,899

機械及び装置（純額） 15,636 19,724

土地 599,414 599,414

その他（純額） 15,570 11,496

有形固定資産合計 961,452 976,534

投資その他の資産

投資有価証券 32,349 35,884

破産更生債権等 2,945 3,271

その他 107,976 103,160

貸倒引当金 △2,945 △3,271

投資その他の資産合計 140,325 139,045

固定資産合計 1,101,778 1,115,579

資産合計 2,072,616 2,047,288

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 134,446 179,522

短期借入金 365,336 417,600

1年内返済予定の長期借入金 58,392 29,714

未払法人税等 5,026 8,499

賞与引当金 － 16,593

その他 92,868 90,587

流動負債合計 656,069 742,517

固定負債

長期借入金 204,008 53,600

退職給付引当金 151,702 133,287

役員退職慰労引当金 112,651 112,651

資産除去債務 24,533 －

その他 7,090 12,248

固定負債合計 499,985 311,786

負債合計 1,156,054 1,054,304
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 919,000 919,000

資本剰余金 1,170,534 1,170,534

利益剰余金 △1,163,812 △1,089,539

自己株式 △14,289 △14,252

株主資本合計 911,432 985,742

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 5,129 7,258

繰延ヘッジ損益 － △16

評価・換算差額等合計 5,129 7,242

純資産合計 916,562 992,984

負債純資産合計 2,072,616 2,047,288
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(2) 四半期損益計算書

【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(平成21年４月１日から
平成21年12月31日まで)

当第３四半期累計期間
(平成22年４月１日から
平成22年12月31日まで)

売上高 1,538,373 1,160,119

売上原価 1,306,548 985,612

売上総利益 231,825 174,506

販売費及び一般管理費 239,383 202,125

営業損失（△） △7,557 △27,619

営業外収益

受取利息 90 128

受取配当金 475 555

作業屑売却益 987 1,694

為替差益 3,386 －

助成金収入 18,265 6,791

その他 5,802 2,652

営業外収益合計 29,008 11,823

営業外費用

支払利息 4,358 9,210

手形売却損 1,763 536

為替差損 － 472

その他 103 110

営業外費用合計 6,225 10,329

経常利益又は経常損失（△） 15,225 △26,125

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 418

賞与引当金戻入額 16,718 －

特別利益合計 16,718 418

特別損失

固定資産売却損 － 69

固定資産処分損 47 462

保険解約損 231 －

減損損失 27,402 21,167

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 23,257

特別損失合計 27,682 44,956

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 4,260 △70,664

法人税、住民税及び事業税 3,609 3,609

法人税等合計 3,609 3,609

四半期純利益又は四半期純損失（△） 651 △74,273
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【第３四半期会計期間】

（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(平成21年10月１日から
平成21年12月31日まで)

当第３四半期会計期間
(平成22年10月１日から
平成22年12月31日まで)

売上高 527,468 300,135

売上原価 404,625 284,309

売上総利益 122,842 15,826

販売費及び一般管理費 82,845 61,754

営業利益又は営業損失（△） 39,997 △45,928

営業外収益

受取利息 24 66

受取配当金 262 272

作業屑売却益 472 776

為替差益 3,386 －

助成金収入 － 6,641

その他 1,001 637

営業外収益合計 5,146 8,394

営業外費用

支払利息 1,413 2,963

手形売却損 902 324

為替差損 － 183

その他 9 0

営業外費用合計 2,326 3,471

経常利益又は経常損失（△） 42,817 △41,004

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 127

特別利益合計 － 127

特別損失

固定資産売却損 － 69

固定資産処分損 44 0

保険解約損 231 －

減損損失 6,803 6,068

特別損失合計 7,080 6,138

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 35,737 △47,015

法人税、住民税及び事業税 1,203 1,203

法人税等合計 1,203 1,203

四半期純利益又は四半期純損失（△） 34,534 △48,218
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(平成21年４月１日から
平成21年12月31日まで)

当第３四半期累計期間
(平成22年４月１日から
平成22年12月31日まで)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

4,260 △70,664

減価償却費 36,520 29,193

減損損失 27,402 21,167

貸倒引当金の増減額（△は減少） 882 △445

賞与引当金の増減額（△は減少） △33,418 △16,593

退職給付引当金の増減額（△は減少） △30,065 18,415

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,379 －

固定資産売却損益（△は益） － 69

固定資産処分損益（△は益） 47 462

保険解約損益（△は益） 231 －

受取利息及び受取配当金 △565 △683

支払利息 4,358 9,210

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 23,257

売上債権の増減額（△は増加） 5,715 △48,446

たな卸資産の増減額（△は増加） △17,118 54,767

仕入債務の増減額（△は減少） 68,658 △45,075

その他 2,849 △16,397

小計 75,138 △41,762

利息及び配当金の受取額 595 665

利息の支払額 △3,922 △8,815

法人税等の支払額 △4,812 △4,812

営業活動によるキャッシュ・フロー 66,999 △54,725

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △20,384 △23,197

有形固定資産の売却による収入 － 289

保険積立金の積立による支出 △5,570 △5,004

保険積立金の払戻による収入 12,588 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,365 △27,912

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △25,600 △52,264

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △13,336 △20,914

自己株式の取得による支出 △110 △36

財務活動によるキャッシュ・フロー △39,046 126,785

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 14,587 44,147

現金及び現金同等物の期首残高 251,829 427,346

現金及び現金同等物の四半期末残高 266,416 471,494
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当社は前事業年度まで７期連続で営業損失及び経常損失を計上しており、当第３四半期累計期間にお

きましても、27,619千円の営業損失、26,125千円の経常損失を計上しております。これは、主力製品で

ある光ピックアップベースがノートパソコン市場の順調な需要増加により受注が堅調に推移してきてお

りましたが、夏場になってパソコン市場において製品やデバイスの在庫が積み上がったために急激な生

産調整が入ったためであります。このような状況において売上高は大きく落ち込み、これに対しては一

部休業等の緊急経費削減対策を実施したものの、付加価値額の減少は避けられない状況となりました。

当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

当社は、当該状況を解消すべく、昨年からの社長交代人事等により経営体制を刷新し、経営再建に向

けて業績回復を最優先とした再建課題、収益性改善や企業価値向上を目指した抜本的な構造改革のため

の戦略などを中期経営計画として策定し、これに基づき、磁性材料など新規製品の受注、徹底的な生産

性改善とコスト低減などに取り組み、より付加価値の高い事業への転換と収益性の改善に努めていると

ころであります。具体的には、①販路拡大による新規製品の受注、②生産性改善による原価率の低減、

③海外生産移転の推進、④不採算製品の顧客対応、⑤原材料等の仕入コスト低減、⑥派遣社員及び非正

規社員の削減、残業ゼロ、賃金・給与の削減、休業実施等による労働分配率の低減、⑦企業連携の推

進、⑧財務体質の強化、⑨事業資産の有効活用、を掲げております。 

また、海外生産等グローバル化への対応と事業領域の拡大を目的として、日伸工業株式会社との業務

提携契約を締結するとともにシンガポールに子会社を設立することを決議し、インドネシアでの樹脂成

形品の委託生産や新規製品受注のための共同拡販活動などの準備を開始いたしました。この海外での低

コスト生産分業体制の構築と積極的な拡販活動の推進により、新規受注品の売上を増やすとともにコス

ト対応力を強化し、会社全体としての収益体質の改善を図ります。  

なお、当面の運転資金や海外生産の必要資金については金融機関からの調達を実施いたしましたが、

必要に応じて手形の割引、有価証券の売却、事業家保険の解約等で対応してまいります。 

しかし、今後の経済環境や海外に移転した場合の国内事業及び海外事業の業績の実現可能性には不透

明な部分があることから、当該対応を行った上でも現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性

が認められます。  

なお、四半期財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実

性の影響を四半期財務諸表に反映しておりません。 

  

当第３四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで） 

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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当第３四半期会計期間における生産実績を製品別に示すと、次のとおりであります。 

 
(注) １．金額は、販売価格により表示しております。 

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当第３四半期会計期間における受注実績を製品別に示すと、次のとおりであります。 

 
(注) １．金額は、販売価格により表示しております。 

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

4. 補足情報

 生産、受注及び販売の状況

(1) 生産実績

部門別 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

含油軸受 33,666 △24.3

機械部品 21,525 △32.2

磁性材料 36,090 ＋23.7

樹脂成形品 147,135 △54.8

精密金型 55,530 △42.3

合計 293,948 △44.3

(2) 受注実績

部門別 受注高(千円) 前年同四半期比(％) 受注残高(千円) 前年同四半期比(％)

含油軸受 30,981 △ 42.3 10,978 △ 48.3

機械部品 23,922 △ 24.0 10,390 △ 36.4

磁性材料 45,046 ＋ 66.6 29,238 ＋109.8

樹脂成形品 161,321 △ 52.1 87,280 △ 50.5

精密金型 16,803 △ 15.1 26,380 ＋290.8

合計 278,075 △ 40.7 164,268 △ 30.0
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当第３四半期会計期間における販売実績を製品別に示すと、次のとおりであります。 

 
  

(注）１．主な輸出先及び輸出販売高に対する割合は次のとおりであります。 

（ ）内の数値は総販売実績に対する輸出高の割合であります。 

 
  
  

２．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。 

 
  
  

３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

(3) 販売実績

部門別 販売高(千円） 前年同四半期比(％)

含油軸受 33,676 △ 27.2

機械部品 20,897 △ 32.6

磁性材料 33,799 ＋ 16.5

樹脂成形品 155,698 △ 51.7

精密金型 55,530 △ 42.3

商品 533 △ 76.4

合計 300,135 △ 43.1

前第３四半期会計期間 当第３四半期会計期間

輸出先 販売高(千円) 割合(％) 輸出先 販売高(千円) 割合(％)

タイ 79,644 80.9 タイ 35,131 75.6

フィリピン 7,665 7.8 韓国 4,812 10.4

中国他 11,079 11.3 中国他 6,557 14.0

計
98,389

（  18.7％）
100.0 計

46,500
（  15.5％）

100.0

前第３四半期会計期間 当第３四半期会計期間

相手先 販売高(千円) 割合(％) 相手先 販売高(千円) 割合(％)

三洋メディアテック 
株式会社

194,095 36.8
三洋メディアテック 
株式会社

113,244 37.7

三洋電機国際物流 
有限公司

90,645 17.2
三洋電機国際物流 
有限公司

54,630 18.2
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